
gicalSciemces.SatelliteMeeting M̀otor

System'(1974).

(ポソベイで開かれた第26回国際生理学会衛星

シソポジウム招待講演)

6) Suprasegmentalcontrolofmasticationand

swallowing.

KisouKubota.

Symposium"MasticationandSwallowing:

BiologicalandClinicalCorrelates".(1974).

(バ ンクーバーで開かれたシンポジウム招待講

t'ult')

7) Somatosensoryregulationinmotorcortex.

Meyer･Lohman,J.,Conrad,B.,Matsunami.

KりandBrooks,Ⅴ.B.

Proc.Internat.Physiol.Soc.γol.ll,162

(1974).

8) Feedback inputs toDeiters'nucleusfrom

neckextensormuscles.

Mikami,A.

ProceedingsofInternationalUnionPhy-

siologicalSciences.γol.ll,(1974).

9) 短期的視覚記憶と下部側頭回-遅延見本合わせ課題

と弁別学習一

井探允千 ･久保田放 ･岩井栄一

日本心理学会節誠回大会発表論文尖,

356-357(1974)

10)Go･Signalなしの遅延反応の時の前預窮ニューロン

活動

小嶋祥三 ･久保田鋭

日本心理学会筋38回大会発表論文JJS,

368-369(1974)

ll)退廷反応の未完全学習時における前頭前野ニューP

ソ活動について

久保田琉 ･小嶋祥三

日本生理学雑誌,36巻,284(1974)

12)ForcePulseに対する大脳運動野のユニット発火様

式及びそれに対する小脳歯状核冷却の影響

松 波 謙 一

妨21回生理学 中部談話会予稿集,20

(1974)

心理研究部門

主伏靖子 ･井探允子

浅野俊夫 ･小嶋祥三

研 究 概 要

1) スプリット ブレインにおける視覚情報伝達と反応

1) 久保田説 (神経生理部門)との共同研究

決定機構の研究t)

室伏靖子 ･南雲純治2)

視交叉,脳梁および前交連を切断されたアカゲザルの

光刺敦に対する反応時間は,光刺激が与えられる眼と反

応する手が同側の場合,いちじるしくおくれることが見

出された｡この事実を生じる要因として,知覚的抑制と

反応禁止が仮定され,それらを分離するための実験が行

なわれた｡

2)記憶のメカニズム

井 深 允 子3)

昨年度にひきつづき,視覚的短期記憶の生理学的背景

機構の解明を行なった.そして下部側頭回の放映が視覚

刺汲 (色)の遅延マッチングに特異的に形轡を持つこと

杏,条件性位置弁別反応との比較から,明らかにした｡

3) 払化スケジ31-ルの研究

浅野俊夫 ･E.Fantino4)
ニホソザルのtandem,secondorderスケジュール

での行動バターンについて扶討を加えた｡

4)行動と脳の関係についての研究

小 嶋 柑 三

学習行動とニューロンの活動との問の関係を枚 附 し

た｡特に眼球位匿を行動的に制'mした条件下で現先刺故

のもつ物理的屈性,心理的 ･行動的屈性を変化させ,前

頭前野のニューPソ活動との対応関係を扱雷寸した｡

紐 鋭

1) 宝伏杓子 (1974):サルの行動に関する心理学的93

鹸法｡生体の科学,25:251-2550

論 文

1) 坪内良博 ･浅野俊夫 ･水野浩一 (1974):稲作 と人

間,稲と良民 (市村英一嗣)｡pp.58-104｡京大東

南アジア研究センター｡

2) Ichimura,S.,K.Mizuno,Y.Tsubouclli,T.

Asanoandothers(1974):Thesocio･economiC

behaviorofpeasantsin centralJavaand

centralThailand.SoutheastOsianStudies12:

322-343.

学 会 発 表

1) 短期的視覚記憶と下部側頭回 :遅延見本合せ課題と

弁別学習

井探允子 ･岩井栄一 ･久保田競

日本心理学会節38回大会 (1974)

2) Ablationofasmallcircumscribedportion

oftheinferotemporalcortexunderdelayed

2) 文部技官

3) 昭和50年4月30日退職
4) 昭和49年度招聴教授
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matchingtosampletask.

Ibuka,NりK.Kubota,andE.Iwai.

5thCong.Tnt.Prim.Soc.(1974)

3) Go-signalなしの遅延反応の時の前ilTl那ニューPソ

活動

小嶋祥三 ･久保m規

日本心理学会節38回大会 (1974)

4)遅延反応の未完全学習時における前頭前野ニューT,

ソ活動について

久保田現･小嶋祥三

日本生理学会第51回大会 (1974)

社会研究部門

川村俊放 ･河合雅雄

光 波 ･鈴木 鬼

森 松代 ･足沢l'i成

研 究 招 要

1) ニホソザルの祉余生倍学に関する研究

1. ニホソザルの分和とその変動に関する研究

刀王 滋 ･鈴木 晃 ･足沢rl成

昨年まで,川村らがおこなった京私 兵印,泣rl,和

歌山,≡盃,岐阜,宮崎のニホソザルの分布の現状につ

いて,一次Yf料の炎抗をおこなった｡

岐阜,宮崎両県と究北地方の両部について,ニホソザ

ルの分布像の形成過程-多く書出也域個体群の窮迫史であ

る-をたどった｡また,千英雄闘犬同研究Elとの協力の

もとにそれに関与した狩抑括弧 森林利用の形態など人

為営力の加わり方を社会経折的 ･文化的評釈との閑適に

も追究をすすめた｡

2. ニホソザルの社会生悠学-とくに自然群の環境利

用とグルーピソ〆･社会柄造

究 滋 ･足沢貞成

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環境で,近

動する群れがしめす生活と社会現象をとらえなおすため

に尾久DJと下北半島西部の地域個体群について継続的な

閃丑をおこなっている｡

3. ニホソザルの個体群と生活の維持に対する森林施

諜その他のhumanimpactの形智の生態学的研究

究 投

ニホソザル個休群の地域柑比 や生活のたてかたに与え

る人為営力の作用を生nR学の文脈においてとらえる.ち

っぱら"白紙"の側の反応を興なる形式あるいは程度で

人為の加わった地域間の比較と同｢地域の時系例的変化

の追跡により把捉しようとする｡下北半rTJの北西部 ･田

西部の2つの地域個体群についての個体群変動の追跡と

岐阜県下の天然林地域と //森林開発クのすすんだ地域の

予h.行的調光をおこなった｡

また平行して,おなじ印fjE変化がニホンザル以外の森

林叩孔動物に与えるより野についてもD,T,瓜 をすすめて い

る｡

4.上侶越IIJJ7-11Mlfのこかソザルの社会Jim?洋rl'.)研究

鈴 水 先

a.杭雪地域への生悠的適応の様式

b.個体群動RRからみたニホンザルの即FLq関係

C.群問関係からみたオスの問題

d.ニホンザルに於ける地域個体群とは何か

5. ニホソザルの地域個体群のありプJ

鈴 木 苑

上記上信越地方以外に房総丘陵及び箱根助川原地方の

ニホンザルの地域個体群のあり方について,共同研究の

対応者として炎同研究をおこなった｡

2) 拓外調丑にDgするもの

1.ゲラ〆ヒヒの社会 ･生態学的研究

河合雅雄 ･森 梅代

1973.6-1974.3にエチオt='ァで行なったゲラダヒヒ

の生態学的 ･社会学的研究のまとめ.

2. メソクウ_イ冨井かこおける4車正のサルの社会学的

研究

川村政談 ･池辺邦夫1)

インドネシアのメソクウAイーg'E･島中のシブルットC3に

おいて,インドネシア側研究者3名との共同研究として

シシバナザル,メソタウAイヤセザル,メソタウAイブ

クオザル,コビトテナガザルの4位に関する比較社会学

的研究を行ない,メソクウAイブクオザルを除いて,あ

との3椛はすべて探'族的な小111位で生血し,生息地の大

きさは10-15ヘクタールであることを知った｡

3. 特別部課による海外調査とそのまとめ

鈴 木 晃

a.ウガソダに於ける各位霊長方iの比較生態学的研

究

b.森林地域にすむチンパンジーの社会学的研究

C.ケニヤに於ける各租霊長好iの分布様式の調査と

比較生態学的研究｡特にタナ川に於けるタナ1),:一

･レッドコ｡ブス,タナリ':-･マンガベイの予要言

T.T..ほ丘

d.マダガスカル島に於ける原猿只の予仰調査

アフリカに於ける野外調査を1972年8月より統行

し,凍年度に入り上記の調査をおこなった按,1974

咋6月16日柿国｡以技調査の整理とまとめをおこな

っている｡

3) 野生引tmの陳芯と皿枯淡への被告防除の拡斑的研究

1) 大学院学生
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